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ふりがな とくていひえいりかつどうほうじん えぬぴーおーほうじん ゆいか 

団体名 特定非営利活動法人（NPO 法人）ゆいか 

代表者名 福原 寛人 

連絡先 

住所 岡山県津山市近長 641-1 

TEL 0868-32-9340 

E-mail yuika.npo.0004@gmail.com 

URL  

設立年（西暦） 2020 年 5 月 7 日 

助成活動名 様々な困難を抱える若者の就労体験と居場所整備 

助成額      2,000,000 円 

活動内容 

目的 
2024 年 4 月に開設した居場所「RING」の認知度向上と利用促進を目的に、キ
ッチンカーを用いたアウトリーチ（移動式広報）を軸とした多角的な啓発活動
を展開する。 

内容 

① キッチンカーの整備と運用キックオフ（移動式広報）： 
◦本事業の核として助成金を活用しキッチンカーおよび車載調理器具一式の 

  整備を実施した。 
 ◦整備したキッチンカーの運用を開始し、地域のイベント、子どもが集まる

場所などで併せて居場所「RING」の周知と活用を広げるために地域住民や
子どもたちへ直接周知した。 
 

② リーフレットの刷新と配布 
◦「RING」の活動内容をより魅力的に伝えるため、リーフレットのデザイン
を刷新した。 

◦完成したリーフレットはキッチンカーでの出展時に配布した。 

当初の
計画か
らの変
更点 

◦予算配分の集約 
当初はホームページ改修や外部委託費も含めた予算編成を行っていたが、キ
ッチンカーの整備・改修および運用準備に想定以上の費用を要したため、助成
金の金額をキッチンカー関連費用（備品・器具等）へ優先的に充当した。 
 

◦実施項目の調整 
上記の予算集約に伴い、ホームページのリニューアルについては今期中の実
施を見送り、次年度以降の課題とした。またリーフレットの作成については自
己資金等を活用して実施した。 

 



 成果 

◦アウトリーチ効果 
キッチンカーを導入したことで、従来の待ちの姿勢ではなく、現場へ直接出向
いて「RING」を周知する体制が構築できた。 
 

◦若者の就労体験の創出 
自立援助ホーム「Quatre」の入居者や就労に困難を抱える若者がキッチンカ
ー運営に携わり接客や準備を通じて実践的な社会経験を積むことができた。 
 

◦地域ネットワークの広がり 
キッチンカーを通じ、地域住民から活動を肯定的に捉える声が寄せられるよ
うになった。これは今後の継続的なアウトリーチや地域全体で子どもを見守
るネットワーク構築のための強力な基盤となった。 
 

◦居場所利用の着実な増加 
 
◦「RING」の利用者数の増加 

対面での地道な広報とキッチンカーの存在が相乗効果を生み、居場所が地域
の子どもたちのとっての「安心できるサードプレイス」として定着しつつあり
「RING」の利用の増加に繋がった。 

今後の課題と対
応策 

◦デジタル広報の強化 
今期着手できなかったホームページのリニューアルについては、キッチンカーの稼働実
績や「RING」の利用状況を反映させた形で次年度以降の実現を目指す。 
 

◦継続的なアウトリーチ 
キッチンカーの運用により広く居場所の活用を周知する他、キッチンカー自体が「動く
居場所」として活用、認知が広がるころ、潜在的な支援対象者へのアプローチを深めて
いく。 

 



写真の提出 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


